
20議会だより吉野ヶ里・第16号

平成22年

７月14日発生した
永山地区の災害現場

大きな爪跡を残して大きな爪跡を残して

▲「読みやすく、親しみやすい」広報づくり
　を目指し、「議会だより」を編集する委員
　会のメンバー。

議会現地視察議会現地視察

レポート

▽
参
議
院
選
挙
の
結
果
、
ね
じ
れ
国
会
と
な
り

今
後
の
政
局
も
混
沌
と
し
て
い
ま
す
。
地
方
行

政
は
国
や
社
会
情
勢
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
し
っ
か
り
と
足
元
を
見
つ
め
対
策
を
講
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
去
る
、
７
月
14
日
吉
野
ヶ
里
町
永
山
地
区
で

大
き
な
土
石
流
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
地
区
の

皆
さ
ん
は
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
も
現
地
視
察
を
行
い
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
、
特
に
防
災
対
策
の
重
要
性
を
痛
感
致
し

ま
し
た
。

▽
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
議
会
広
報
特
別
委

員
会
も
新
た
な
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
が
議
会
と
町
政
に
関
心
を
持
っ
て
頂
き
、

協
働
の
町
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う
、
よ
り
具
体

的
に
親
し
み
の
あ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
委
員
長　

多
良
正
裕
）

　７月13日から降り続いた大雨により、永山地区で大規

模な災害が発生し、住宅や道路などに大きな被害が出まし

た。７月20日、議会も早速現場を視察しました。

　
去
る
21
年
10
月
20
日
か
ら
22
日
の
日
程
で
、青
森
県
青
森
市

の
三
内
丸
山
遺
跡
で
情
報
交
換
、六
戸
町
の
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
、岩

手
県
平
泉
町
の
景
観
形
成・条
例
、世
界
遺
産
の
あ
り
方
に
つ
い

て
全
議
員
研
修
を
行
っ
た
。

視
察
研
修
報
告
青
森
市
・
六
戸
町
・
岩
手
県
平
泉
町

新議員15人決まる

議長あいさつ
6月定例会
意見書
議案賛否状況
一般質問
広報特別委員会・編集後記
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………………………………………
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【発行年月日】平成22年8月5日
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遺
跡
同
士
の
情
報
交
換

　

三
内
丸
山
遺
跡
は
縄
文
時

代
の
大
規
模
集
落
遺
跡
で
、

縄
文
前
期
か
ら
中
期
に
か
け

て
長
期
間
に
わ
た
り
定
住
生

活
が
営
ま
れ
て
お
り
、
10
数

棟
の
大
型
竪
穴
住
居
跡

1
0
0
棟
を
超
え
る
掘
立
柱

建
物
跡
や
、
約
8
8
0
基
に

も
お
よ
ぶ
子
ど
も
の
墓
な
ど

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
９
年
に
国
史
跡
、
平

成
12
年
に
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
出
土
品
の
一
部
は
平

成
15
年
に
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
は
、
大
規
模
遺
跡
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
交
換
と
現
地
を
視

察
し
た
。

　

こ
の
遺
跡
は
県
の
管
理
で

あ
り
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
は
関
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
に
よ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
十

和
田
湖
な
ど
の
観
光
施
設
と

の
組
み
合
せ
に
よ
る
集
客
を

考
え
て
お
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
関
連
施
設
に
美
術

館
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
。

　

現
在
、
「
北
海
道
・
北
東

北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡

群
」
と
し
て
、
平
成
21
年
１

月
５
日
付
け
で
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記

載
さ
れ
た
旨
説
明
を
受
け
た
。

 　

大
玉
ニ
ン
ニ
ク
栽
培

 　　

青
森
県
は
全
国
の
ニ
ン
ニ

ク
生
産
の
80
％
を
占
め
、
六

戸
町
は
青
森
県
内
で
第
５
位

と
な
っ
て
い
る
。

　

六
戸
町
は
「
ヤ
マ
セ
」
と

言
わ
れ
る
気
象
を
克
服
す
る

た
め
、
根
菜
類
の
栽
培
が
盛

ん
で
あ
る
。
冷
涼
な
気
候
を

活
か
し
、
人
参
・
ご
ぼ
う
・

長
芋
・
ニ
ン
ニ
ク
が
生
産
さ

れ
て
い
る
。

　

六
戸
町
の
ニ
ン
ニ
ク
は

「
福
地
ホ
ワ
イ
ト
六
片
」
と

い
う
青
森
県
の
在
来
種
で
、

「
大
玉
ニ
ン
ニ
ク
」
の
生
産

量
は
日
本
一
を
誇
っ
て
い
る
。

　

各
施
設
・
機
械
の
導
入
状

況
は
、
平
成
14
年
に
萌
芽
抑

制
剤
の
使
用
中
止
に
よ
る
対

策
と
し
て
、
乾
熱
処
理
・
冷

蔵
施
設
が
整
備
さ
れ
、
収
穫

用
の
堀
取
機
械
が
38
台
導
入

さ
れ
て
い
た
。

　

ニ
ン
ニ
ク
栽
培
は
乾
燥
が

重
要
と
の
こ
と
で
、
コ
ン
テ

ナ
に
シ
ー
ト
を
か
け
、
灯
油

に
よ
る
火
力
熱
風
で
強
制
乾

燥
を
し
て
い
る
。
温
度
は
35

度
の
熱
風
で
一
カ
月
間
ぐ
ら

い
か
か
る
が
、
大
玉
ニ
ン
ニ

ク
は
乾
燥
も
難
し
く
、
腐
敗

も
し
や
す
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

　

景
観
形
成
と
景
観
条
例

　

研
修
の
最
終
日
に
岩
手
県

西
磐
井
郡
平
泉
町
で
、
景
観

16

記
後
集
編
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